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21
世
紀
を
迎
え
た
日
本
社
会
は
、
急

速
な
国
際
化
、
高
度
な
情
報
化
に
加
え
、

未
曾
有
の
長
寿
社
会
化
の
到
来
な
ど
、

急
速
な
変
容
を
遂
げ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
国
際
化
し
た
社
会
で
は
、

他
国
と
の
協
調
共
存
を
維
持
す
る
と
同

時
に
、
個
人
の
活
動
も
含
め
、
信
頼
関

係
に
立
っ
た
実
践
的
な
貢
献
の
必
要
が
切

実
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
め
ま

ぐ
る
し
く
多
様
な
情
報
が
飛
び
交
う
社

会
で
は
、
受
動
的
な
情
報
処
理
技
術
以

上
に
、
創
造
的
な
情
報
を
主
体
的
に
表

現
す
る
こ
と
の
意
義
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
は
、

充
実
し
た
福
祉
行
政
と
同
時
に
、
生
涯

に
わ
た
る
自
己
実
現
・
自
己
表
現
へ
の
具

体
的
な
方
法
や
手
段
の
学
習
機
会
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
段
階
に
入
っ
た
日
本
社
会

で
は
、
一
個
人
が
複
雑
で
多
様
化
し
た
社

会
的
・
共
同
体
的
な
価
値
や
要
請
を
尊

重
し
な
が
ら
、
一
個
の
人
間
と
し
て
い
か
に

深
く
他
者
へ
の
貢
献
を
な
し
得
る
か
、
あ

る
い
は
ま
た
、
生
涯
学
習
等
を
通
し
て
、

い
か
に
豊
か
に
自
己
実
現
や
自
己
表
現
を

遂
げ
得
る
か
と
い
う
問
題
は
極
め
て
重
要

な
現
代
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
本
研
究
科
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
専

門
的
な
立
場
か
ら
取
り
組
み
、
高
度
な

知
識
と
独
創
的
・
実
践
的
な
技
能
を
持
っ

た
研
究
者
、
職
業
人
、
社
会
人
を
育
成

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。�

　
文
化
創
造
研
究
科
は
、
入
学
定
員
15

人
の
「
創
造
表
現
専
攻
」
と
、
入
学
定

員
10
人
の
「
国
際
貢
献
専
攻
」
の
２
つ

の
専
攻
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。�

�
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本
研
究
科
は
、
大
学
卒
業
者
を
始
め
、

官
公
庁
、
教
育
機
関
な
ど
で
働
く
社
会
人
、

外
国
人
留
学
生
な
ど
、
多
様
な
学
歴
と

経
歴
を
持
つ
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
年
度
の
入
学
期
は

４
月
と
１０
月
の
２
回
と
し
ま
す
。�

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
も
、
全
て
の
科
目
を
セ

メ
ス
タ
ー
ご
と
に
完
結
し
、
一
部
授
業
は
昼

夜
開
講
、
夏
季
休
暇
期
間
に
実
施
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
人
の
受
講
や
１０
月

入
学
の
院
生
に
も
支
障
が
な
い
時
間
割
編

成
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
本
研
究
科

に
入
学
前
に
修
得
し
た
単
位
は
、
１０
単

位
を
超
え
な
い
範
囲
で
、
本
研
究
科
の
科

目
の
対
応
に
留
意
し
て
認
定
し
ま
す
。�

　
研
究
科
の
標
準
修
業
年
限
は
２
年
で
す

が
、
特
に
優
れ
た
研
究
や
実
践
等
の
業
績

を
持
つ
学
生
は
、
１
年
間
で
修
了
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
さ
ら
に
修
了
要
件
は
、

修
士
論
文
に
代
え
て
特
定
の
課
題
に
つ
い

て
の
研
究
の
成
果
（
創
作
・
実
践
等
）
の

審
査
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。�

　
本
専
攻
の
基
礎
と
な
る
学
部

の
表
現
文
化
専
攻
の
教
育
目
標

「
生
涯
に
わ
た
っ
て
創
造
的
な
表

現
活
動
に
携
わ
り
得
る
知
識
と

技
能
を
も
っ
た
人
材
育
成
」
に

基
づ
き
、
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ

プ
し
た
高
度
で
専
門
的
な
表
現

に
関
す
る
知
識
と
技
能
を
実
践

的
に
学
び
、
同
時
に
現
代
の
多

様
な
表
現
方
法
や
テ
ク
ス
ト
を

研
究
の
対
象
と
し
て
い
き
ま
す
。�

　
本
専
攻
は
、
専
門
領
域
を
「
韻

文
領
域
」
「
散
文
領
域
」
「
視

聴
覚
領
域
」
の
３
分
野
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
典
型
的
な
ジ
ャ

ン
ル
を
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
と
目
的
意
識
に

基
づ
い
て
理
論
と
演
習
の
両
面
か
ら
追
求

し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。�

　
「
韻
文
領
域
」
は
、
詩
と
短
歌
に
関

す
る
理
論
研
究
・
テ
ク
ス
ト
研
究
と
創
作

演
習
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
分
野
で

す
。
学
部
教
育
に
お
け
る
詩
と
短
歌
の

研
究
お
よ
び
創
作
を
、
さ
ら
に
高
度
化
・

専
門
化
す
る
こ
と
を
図
り
、
当
該
ジ
ャ
ン

ル
の
創
作
理
論
と
連
動
し
な
が
ら
実
践
的

な
創
作
演
習
を
行
い
ま
す
。�

　
「
散
文
領
域
」
は
、
小
説
・
評
論
お

よ
び
童
話
に
関
す
る
理
論
研
究
・
テ
ク
ス

ト
研
究
と
創
作
演
習
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。
「
韻
文
領
域
」
分
野
と

同
じ
く
、
学
部
教
育
に
お
け
る
小
説
と

童
話
に
、
文
芸
的
な
評
論
の
ジ
ャ
ン
ル
を

加
え
、
そ
の
研
究
お
よ
び
創
作
を
高
度
化
・

専
門
化
し
て
い
く
こ
と
を
図
り
、
創
作
理

論
と
連
動
し
な
が
ら
実
践
的
な
創
作
演

習
を
行
い
ま
す
。�

　
「
視
聴
覚
領
域
」
は
、
映
画
と
ア
ニ
メ
・

コ
ミ
ッ
ク
の
２
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
構
成
さ
れ
ま

す
が
、
映
画
は
理
論
研
究
と
鑑
賞
批
評

文
執
筆
の
演
習
に
目
的
を
置
き
、
ア
ニ
メ
・

コ
ミ
ッ
ク
は
理
論
研
究
と
創
作
演
習
に
目

的
を
置
き
ま
す
。
こ
の
分
野
も
前
記
分

野
と
同
じ
く
、
学
部
教
育
に
お
け
る
当

該
ジ
ャ
ン
ル
の
研
究
お
よ
び
創
作
を
、
さ

ら
に
高
度
化
・
専
門
化
し
て
い
き
ま
す
。�

　
特
色
あ
る
科
目
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
科
目
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
設
定
さ
れ

た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
夏
季
に
２
週
間
に
わ

た
っ
て
開
講
す
る
集
中
講
義
で
、
院
生
の

み
な
ら
ず
一
般
社
会
人
に
も
広
く
開
放
さ

れ
、
随
筆
・
自
分
史
・
短
編
小
説
・
童

話
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
詩
・
短
歌
・
シ
ナ

リ
オ
の
各
ジ
ャ
ン
ル
を
選
び
、
期
間
内
に

小
規
模
な
作
品
を
創
作
発
表
す
る
も
の
で
、

こ
の
成
果
は
学
内
外
に
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
テ

キ
ス
ト
と
し
て
公
開
の
予
定
で
す
。�

　
本
専
攻
の
基
礎
と
な
る
学
部

の
多
元
文
化
専
攻
の
教
育
目
標

「
英
語
を
基
礎
と
し
て
、
国
際

的
な
交
流
・
文
化
事
業
に
関

わ
る
領
域
で
企
画
立
案
が
で
き

る
人
材
育
成
」
に
基
づ
き
、
さ

ら
に
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
し
て
、

高
度
な
語
学
力
を
基
盤
と
し
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
化
交
流
・
人

的
交
流
事
業
・
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
の
国
際
貢
献
や
国
際

理
解
に
関
わ
る
た
め
の
専
門
的

知
識
や
技
能
を
習
得
し
、
そ
れ

ら
の
分
野
に
お
け
る
専
門
的
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
い
英

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

持
ち
、
実
際
に
国
際
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
企
画
・
推
進
す
る
中
学
校
・
高

等
学
校
の
英
語
教
師
の
養
成
も
目
標
と

し
て
い
ま
す
。�

　
本
専
攻
で
は
「
国
際
協
力
領
域
」
「
国

際
秩
序
領
域
」
「
国
際
文
化
領
域
」
の

３
つ
の
分
野
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
に
お
け
る
典
型
的
な
ジ
ャ
ン
ル
を
、

学
生
の
ニ
ー
ズ
と
目
的
意
識
に
基
づ
き
、

理
論
と
実
践
の
両
面
か
ら
知
識
・
技
能

を
深
め
て
い
き
ま
す
。�

　
「
国
際
協
力
領
域
」
分
野
で
は
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
な
ど
を
対
象

と
し
た
理
論
研
究
を
行
う
と
共
に
、
個
々

の
諸
問
題
の
具
体
的
解
決
や
社
会
貢
献

な
ど
の
実
践
的
な
活
動
を
通
し
て
、
こ
の

分
野
に
お
け
る
専
門
家
・
実
務
家
を
養

成
し
ま
す
。�

　
「
国
際
秩
序
領
域
」
分
野
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
た
政
治
、
経
済
、
社
会
の
制
度

化
研
究
を
行
い
、
複
雑
化
す
る
国
際
社

会
の
諸
情
勢
を
的
確
に
分
析
し
、
国
際

交
流
事
業
・
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・

海
外
と
の
業
務
提
携
な
ど
で
有
益
と
な
る

人
材
を
養
成
し
ま
す
。�

　
「
国
際
文
化
領
域
」
分
野
で
は
、
言
語
、

異
文
化
理
解
、
比
較
文
化
研
究
を
そ
れ

ぞ
れ
設
置
し
、
理
論
科
目
と
演
習
科
目

と
の
深
い
連
繋
に
よ
っ
て
高
度
な
専
門
性

を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
分
野
は
、

言
語
に
対
す
る
正
確
か
つ
深
淵
な
知
識
と
、

異
文
化
に
対
す
る
深
い
知
見
、
高
度
な

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
だ
け
で
は

な
く
、
国
際
協
力
や
国
際
交
流
に
つ
い
て

の
実
際
的
な
知
識
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

中
学
校
・
高
等
学
校
の
英
語
教
員
の
養

成
も
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
す
。�

　
こ
れ
ら
３
分
野
を
有
機
的
に
連
繋
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
実
用
的
な
言
語
の

運
用
能
力
を
重
視
し
、
科
学
的
な
情
報

分
析
能
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
行
力
で
、

国
際
協
力
を
遂
行
・
実
践
す
る
人
材
の

育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。�

　
特
色
あ
る
科
目
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
科
目
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
科
目
は
、

国
際
協
力
、
国
際
秩
序
、
国
際
文
化
の

各
領
域
か
ら
、
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
、
国
内
外
で
実
地
調
査
・
研
究
を

行
い
、
問
題
点
の
解
決
方
法
を
探
求
し

ま
す
。
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
教
育
と
研

究
を
実
践
的
に
結
合
し
た
現
実
的
諸
課

題
へ
の
対
応
能
力
の
養
成
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
成
果
は
、
論
文
も
し
く
は

レ
ポ
ー
ト
に
結
実
さ
れ
ま
す
。�

�
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